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およばれ着 






講師火鉍凇 


新しい 

和 服 


出：：からおよばれ^には、縮 a がつかわれて 
います縮^は染が充しく出来るのと、縮緬 
の1-:地から ; kil るシルエットが^の人にとっ 
て‘希好まれるからです。 

およばれ^、社交廣としてこの縮，^に絵羽 
悦味や、つけ下げな'どの商級な染;/から友禅 
や、小紋染などの人衆向きのものなどが染め 
出されています。 

烩羽づけは、改まりすぎて出かける場所が 


限られて来ますが、^ K のよぅ な小紋染だと 
場所に融通性ができて来ます。 

出先にもよりますが、 M 近では^#の扱い 
が大変簡略されて来ましたので色と柄、巾地 
を h 手に選べば範间の広い^"が出来ます。 

吖真は薄いナチュラルの地色に、缸甩の松 
くずしの悦様が染め h げてあります。， • 

裾廻しは、薄い口—ズの錦紗をつけて、俏 
はさび朱に金を織り出した袋带をしめてます。 
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小 地は化繊の スフで ？ - T -- 服地に使 
ぅ Y 幅で作ってみま I た。 

峰 J ^ R ッ•身裁ちに L たものをそ 
のままで 衽は つまんでありません- 

衽に链== がない と枘がくずれな 
い h に、仕立 も簡中 です。 

四ッ身 裁は、 用 布が 少くて済み 
ますし、 軽くて ff やすい ものです。 

袖丈や袖の丸みは、矜る入の身 
仪 によってきめましょう。 

要尺はヤール幅で四•五 ヤール 
です。 
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衿下5分 
78(択1寸) 


☆裁方の時の注意 ☆ 

• 衿の布として前身頃の方へ5寸 (18 センチ） 
裁ちこんでいるところを、7寸 （25 センチ） 
までにして 下さい。 

今☆縫い方 ☆ 

袖=袖口標から蚰下を中表に縫い合せます。 
袖の丸みの仕末は図のように地経いの外を丸 
みに 沿 って強糸で針 B を揃えて丸みの間だけ 
経い ます。 （部分縫参照） 

袖下縫代を内袖に返します。丸みの所は丸 
みがきれ いに 落付くように糸を引き、嬖をと 
じつけます。（部分縫参照） 

身頃 = 後屮央をつまんで縫います。背経代 
の多いときは 5 分 （2 センチ） 位に切って袋 
縫か二歧縫いをします 0 
脇縫は前後の脇を中表に身八ッロから裾ま 
で縫い、縫代は前身頃に折チ、図のように仕 
末し ます。 

袖付け=肩山と袖山を& せて 中表と して 链 
い、袖 H •どまりには力布を あてます。 

袖付縫代は割り、袖は振りも絞けて折りぐ 


けか、又は耳ぐけにして押え、身顷は身八ツ 
P 、 脇の縫代をつづけて 押えます。 

衿 下をくける =衿下は 三ツ折りに して、裾 
との角はガクブチにします。（図 参照.） 

据 ぐけ= 三 ツ折りにして本ぐけ にします。 
衿付け=衿 fj 側链代を折り、背経と上吟屮 
央を合せて待針を打ち、 ft 肩明剿りは十分に 
ゆるめます。 

折山よりきせ代分だけ内側を縫います。衿 
肩明きに三ツ衿»•剿り）をとじつけます 0 
衿幅の榡付をする =符肩剿り r 寸5 分 ns 
センチ）、衿先で2寸 （7 .5センチ）のバチ竹 
にします。衿先は衿先から 二> 分…ミリ）外 
を縫い、衿先経代を與衿の方へ倒し、次に衿 
付の経代をその上に折って表に返し、衿先を 
整え、矜を輿身頃にくけつけます。（図参照） 
共 衿=共衿の両端を本衿に縫し、つけます 0 
衿の剿りを折ってきせ代の内をくけつけます。 

共衿の兴側の仕末は衿幅より2分内側を折 
って本衿にくけつけます 0 
仕上げをします。 

























☆上邂の縫い方 ☆ 

袖 =袖【 ) 標から袖下を中表に縫リ 、 fr せます。 

( 袖の丸みは袖の部分縫参照） 

油 n は三ッ 折にくけます。 

背縫 =後中央をつまんで縫い、冉腐明を右に 
持って 手前に返します。 

前後の脇を中表に身八ッ卩〗から据迄縫 
い、谜代は割ります 0 

袖付け =肩山と袖山を合せて中表として縫い 
ますが袖付止りには力布を当てて経います。 

袖付縫代は割り、袖 a 振も統けて折ぐけ又 
は并ぐけで押え、身頃は身八ツ n 脇の縫代を 
つづけて押えます。 

衿付け=衿付側縫代を折り、背経と上衿中央 
を 合せて待針を打ち、矜肩明迥りは十分ゆる 
めます 0 

折 山よりきせ代分だけ内側を縫います。 

衿肩明に 三ツ 衿をとじつけます。 

衿幅の標付けをします。 

铃先=矜先から2分外を縫い、矜先縫代を裏 
衿の方へ倒し、次に矜付の経代をその上に折 
って 表に返し、衿先を整え、衿を裏身頃にく 
けつけます。 

共衿=共衿の丈の両端を本衿に経付けます。 

廻りを折って、きせ代の内をくけ付けます。 
&=人絹、メリンス布の幅3寸、丈 2 尺3寸 


のものを、幅二つ折にして廻りをミシン経と 
し、表に返します。 

紐付は各自の寸法に合せてつけます0 
( J ： 上げをします。 

☆スカートの縫い方 ☆ 

背縫い • 取逢い =中表に標を合せて待針を打 
ち、ミシンで背を縫います〇懊を右に持って 
す二前に片返します。 

協をつまんで縫い、前身頃に返します 0 
腰布 =木綿、 キャラコ 地で 幅 4寸( I 5 センチ）、 
長さはスヵート幅と同寸、裁ちこの場合には 
二つ折りとして押えミシン，をかけます。 

懊布の仕末が出来てからスヵートと合せて 
縫い、3分控えて整えます。 

前瞒据 =上部を三角に折り込んで三ッ祈ぐけ 
にします0据の角は額縁にします。（ I 4 頁参 
照） 

千鳥り =滕布を背、脇の缝代に千鳥がけでと 
じつけます。 

紐 =人絹、 メリンス 布で幅 3 寸 ( 11センチ、 
丈2尺 (76 センチ） のものを、 幅ニツ折りに し 
て、廻りをミシンをし、及に返します 0 紐付 
は各自の寸法に合せてつけるが背の紐通しは 
前の経付けより5分上にします。 

仕上げをします。 



艮若に対して奔や* vk よぅに上下に別れているき 
もののことを、 ッ—ピ ースと 呼んでいます。 

こ^は 上音に も、 下の スヵートにも 紐がつけてあ 
るので、和服に馴れない人でも一人で上手に着られ 
るよぅ になっています。 

スヵートには、 後中心に紐通しがありますから絶 
対に翁くずれがしません。 

1. 格子の方は、スフの化繊。 

2. 六頁のは口—ズのナィロン混紡の布地。 
どちらも理知的な近代センスのある日常着です。 
要尺=ャール幅四•七ャール。 



4 








矜肩明 

34- (2 寸2分） 

(9 勺ノ' / r-N 34 (9 寸） 




潔 


32.2 
(8 寸5分） 


ス 

83.5 力 

(2 尺2寸 ） I 


、、 J ー ピース 

出耒上リ寸法 


ヤール巾の栽方葙リ方 

総用布 4.7 ヤ-ル 


:17(4伽） 

~~ W ~ 



袖 

前身頃， 

スカート 

スカート 

袖 

1依牙[只 

前身頃 

^ 44 a 44 

(1 尺1寸於 ) （M 

64.4- 

(1尺7寸） 

102(2尺7寸) 



92 

(凡舰寸） 



ツ-ピ-ス棵付け 

教ち目（耳の鳩合|れ7)リとふ： 


ん) 


以弘. 〆 如、‘) 


23(6^) 13(^5 分） 


2(5 分） 




後身頃 後 

3^ 


n% 

を八 
作で 


十 

一 - 一 

ナ 

1 3b 

1(9_) 

前スカート 

1 

38 

(1 尺)丨 

“ . 

t- 

一■，•一 — 

T 

2 e 

1 (1咖) 

後スカート 

28 1 
(フ顿 ） 

-u 一 

-y— •— 

4 


2(价 


裾 


1(3 分） 


衿 


一 

2’脱） 




共矜 


、共衿す H 



袖 

□ 


34-.! 

(9 寸） 


314 
(8 寸3令し 


3ル1 

(9 寸） 


44 


シンカレ巾の裁方桶リ方 

総用布 5.7 ヤ-ル 

64.4(1R 7 巾.. <• い102 (2 尺7寸） 


76 
(2 尺） 



。尺 I 柳 

袖 

ネ由 

前身頃 i 

_ 多告卜百 

~7 力 一 k 

スカート 

衿 

- 僅—消 

前身頃 

人 n 卜 

9 P ) 1 

上玲 





3 - 

ん着丈荔 




1刀)备 

78 (二尺六寸)》欣 

スカ— - 

























































" V 一 儿巾にて裁方賴り方 
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こ ， i はッ I ピースの 変形です 
一^スタィルは四頁の格子のッーピースと同じで 
すが、後のお端折りの感じをぺプラムにして立体感 
を出して見ました。 

帯と 同じ布をベブラムの裏に使って、動きによる 
美しさをねらいました。 

帯は蓊物と配色のよいものを、普通の幅よりも、 
もっと細く二寸五分(九•五センチ)位の幅で小さ 
く結び、ぺブラムを生かしました。 

要尺=ャール幅五•四ャ—ル 
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若い人の好む姘も、ツーピース立にしてみました。 
スカートには、枉をつけて打ち分せを十分にしました 
が、 I •.石は衽を使っていません0 

☆縫い方 ☆ 

スカートの前身明に扦をつけます。 

前幅 G 寸 （23 センチ. K 枉幅裾で4寸 （15 センチ）、 
上で3寸 5 分 （13 センチ）にします。 

他は4 A •の ツービース参照。 


☆ぺプラムの作り方 ☆ 

ぺプラムは止バイヤスに裁ちます u 
ぺプラムのところと、前身頃の裾のところ 
には表布に配色のよい輿布をヶヌキ合せにつ 
けます。 

ベプラムの中には張のある芯を人れます。 







茶羽嫌、十徳といって短かい羽織は、茶人 
の愛したもので、昔からあったのですが、そ 
の短かさを近代的に生かして、機能と経済を 
持ち合せたところに今の茶羽織があります。 

上=紅型小紋の茶羽織と帯をおそろいにし 
てみました。袖丈1 尺 1寸 （42 センチ）、 羽 
織丈1尺8寸 （69 センチ） で、袖は 大 げんろ 
くです。 

下=茶羽織というよりも着丈を2尺2寸に 
してみたものです。 

ここで袖丈と着丈のバランスを見てほしい 
ものです。 

袖丈は1尺2寸 （46 センチ）にしました。 


☆縫ぃ方 ☆ 

袖 M 袖布に袖 n 布をかけます。 

2. 表災の袖口を中表にして合せます。 

3. 袖 P は四ッ留にします0 

4. 袖口から袖下を四ッ留の糸でつづけて 
縫い、袖の丸みを通して袖下のふりのところ 
まで谜います。袖幅の2寸（ 7 . 5 センチ）手前 
で、表2枚、裏2枚と別々に琏います。 

5. 丸みの仕末をして表にかえします。内 
袖の方へ袖 U から躱をかけます0 

6. 袖ふりを谜います。 

身頃==表布と災布を接ぎ合せます。背縫いを 
して、背とじをします。 

両方の脇を链います0その時、裾のはぎ合 
せを正しく合せて、裾の祈り返しを同じ寸法 
にします。 

脇とじをして身八ッロを四ッ留して链いま 

す。 

袖付け=袖は袖付を四ツ留にして、表袖、災袖 



正装には、羽織は着ないことになっていま 
す。 

ちょっと羽織がけで、というように略式に 
されていますが、保温をかね、長着の上に羽 
織る色や柄の異ったものから生れるハーモニ 
一が一つの美しさを持つところから、この頃 
では羽織は立派な服装の一つとなっています。 



を別々に経います 0 袖の 方へ折りを 返します C 
前身頃の表裏を引き合せてし つけで とじ、乳 
付のところへ羽織紐をつけます 0 
衿 付け =: 衿は先きに図のように折ってお~ 
身頃の内側から背経中心にして矜肩廼りに衿 
丈の中心を待ち針で合せ、矜 M 把！りから乳つ 
けまで少しゆるみかげんにして、乳から裾ま 
では平らに待針をうちます0 
衿 先きの仕末 =衿の芯はなるべく厚地のもの 
を入れます。 

矜先きは第1図のように裏衿を出し、表衿 
は向う側へ折りまげます。その時表衿の方を 
少しゆるめぎみにして、衿先きの経ったとこ 
ろより1セ；/チ先きを布にとおして谜いま 
す0 

衿先きは第2図のように折ってとじつけま 
す 0 表にかえしてくけます。その時、背の 中 
心と、乳づけのところに先きに針をうつて引 
き合せます。 

衿ぐけをして出来上ります0 
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広幅の化繊て作つた 



広幅のスフの格子で作ってみました。 

こんな大柄のものの場合はなるべく袖付や、 
背の li U は柄を合せるように気を くばりまし 
よ50 

要尺 H ヤ—ル幅二•八ヤ—ル 

(谜い方は八頁#照) 
























並幅]反の要尺で作ったスリーピース （三 
ツ 揃い） です。 

スカート、胴着、茶羽織からなっています。 
茶羽織とスカートは、これまでと 同じ什立て 
方ですが胴着はーツ身に衽と衿を つけ、身八 


ッに半幅の当布を入れました。 

ごらんの通りおついの茶羽織を着たようで， 
見た n には別に変りがありません。 

保温も十分です。 


スカート 
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〇スリーピースは袷仕立なので裏布として、 
スカートの据廻し、茶羽織の裏地、胴着の後 
身頃、0釀布、脇布がいります。羽織裏布と 
胴翁の後布とは同じ生地を用 I 、るとよいと思 
います。 

〇総用尺の寸法によってスカートの上部に別 
布をはぎ合せてもよろしいです。 

☆スリ-ピ_スの縫い方 ☆ 

羽織は茶羽織の項参照。 

_着=胴着は後身の別布を表布と接ぎ合せて、 
表裏を胴接ぎして脇へ襠の布を入れ、脇経を 


します。（脇布も表裏をはぎ合せておく）次 
に衽（これも表裏はぎ合せておく）をつけま 
す0 

持はバチ衿につけます。 

スカート=後身頃の裏だけ据廻しと接ぎ合せ 
ます0表布を雛い、臟いして、裏も同様 
にして裾を食せ、ふきを出します〇その時前 
身の裾角に棲を作ります。（樓の作り方は23 
頁参照）衫下を縫って、スカートの上を表輿 
引き合せて（中とじをする）、スカート丈に 
折ってくけます0 

表布の方へ紐通しを作り、紐をつけます。 


_不足のときは别 
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スリービースの翁方 


この スカートは、 ラップラウンド スカート 
(卷スカート）といって洋服にもありますが， 
このようにセーターと 組んでもおかしくない 
と思います0おつとめから帰って長い和服用 
の卷きスカートに変えれば、暖くもあるし、 
ナイロンの 靴下の寿命も助かりましよぅ〇 



4 頁の ツーピースのスカー トの裏 


スカ-卜の裏側の図 
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易 


スリービースの若方 




こんなはんてんを着て見るのも何か心くつろいだ家庭 
着の楽しさがあるのではないでしょぅか。 

茶羽織を着てもよいし、袖無しの羽織を着るのもよい 
と思います。 

洋服の下着のままで着られる和服である限り、上に羽 
織るものもたのしく和洋両方に CE 用したいものです。 

(縫い方は茶羽織の項参照) 

穿 


洋服の上にも羽織れる 

はんてん 


15 






















( B 3 ^) 


4.1.7 





もじリ袖の上被リ 


(\ R \ tY ) 




ーセーターと重ねて一 


34.1 
(9 寸） 


(器.) 


34.1 
(9 寸） 




令 



襄 に妞をつヴ6 



78 0|尺六寸) 

浚スカ丨 






■ d 

(四寸 $) 



•、V 


上被りつきのスリ I ピースに、胴着の代りにセータ I 
を着て見ました。 

これも着方、組み合せ方の一例です。 
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张リつけ 
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1尺4寸7分 
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(5 分） 

、 ー ル 

182ブ 
(4 •寸8分） 


(蟲分) 



要尺=丫幅ーャ—ル半 

外国には平な布に首の入る•たけ開けてあるもので、ポ 
ンチョというのがあります0 
これは衿(かみしも)のようになっていて、前中心と 
脇とを、ボタン掛にして両前にポケットをつけてありま 
す〇 

うすら寒い日に実用をかねて羽織るものです。 

☆縫い方 ☆ 

前身頃にまず、ポケットをつけます。脇•前身の仕末 
は折り^^にします。両脇•前、左側にル I プをつけ、 
片方へボ^ T ンをつけます。 
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スカート丈を短くして上若丈に併行して裾 これは夏生地ですが、ウールや化繊などで 

を斜 n にしてみました。 作るとおもしろいものが出来るでしよぅ〇 


脇に馬乗りをあけて、矜付けは広拷にして、 
胸分せを深くしました。 

脇の紐結びのかわりに共布でボウを作って 
若さを出しました C 


衿は広矜に作って、衿中心にスナップをし 
て半分に折り、胸のところでは、自然に広げ 
ますと、胸の形が大変よろしいです。 

ボウはお好きな形に作りましょう。 


34 
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和服についての 
メ モ 

大塚末子 


☆和服地と幅 ☆ 

和服といえば1反というほどに親しまれてい 
ますが、9寸5分位の布幅です 0 1幅とその 
J 幅とに裁ったものから縫し、上げたのが和服 
の形態ですが、洋服の流行から、必要なだけ 
買える便利な事が、1反を買わねばならない 
ものにとって非常に羨しく、又広幅のおかげ 
で要尺も少くて済むことなどから、和服も広 
幅を要求してきています。最近若い人達の体 
格が大きべなって桁丈などの関係から現在の 
小幅では用をなさなくなりました。私は、日 
常着は広幅物> 殊にャールものをおすすめし 
たいと思います。 

尙冬もひとえで過せるように洋服に使う厚 
地のものを私は欲しいと思います。 

☆手縫いとミシン縫い ☆ 

和服といえば手縫 V 、という観念が今尙残さ 
れていますが、それはミシンという重宝な機 


械の無い時代のことで、洋服はミシン、和服 
は手縫いと思われているのがむしろおかしい 
ことです。 

丸洗いの出来るウール、化織の広幅物や、 
ゆかた、寝巻、ふとんはどしどしミシンで縫 
いましょう。 

半返しされていたお召しや、ちりめん類の 
コートも今ではミシンで縫われているのです 
から。 

☆和服のアクセサリー ☆ 

和服用のアクセサリーといえば、帯 〆 、帯 
揚げ、半持、腰ひも、履物、ハンドバックと 
いろいろあります。洋服の場合は装飾が本位 
になっていますが、和服は実用をもかねてい 
ます。 

〇半 衿 

半矜は、昔は抜きえもんの着つけに衿おし 
ろいをしたので衿を多く出しました。そんな 
ことから、縫いとりのした凝った美しい半衿 
などが喜ばれましたが、この頃のように衿を 
つめた着方をすると半衿をたのしむというこ 
とがなくなって、殆んど無地それも薄色のも 
のになっています0無地のきものなどには却 
って美しい半衿を考えて見たいと思います。 


〇帯あげ•帯/•羽織•紐 

帯といえば、帯あげも、帯 〆 も切っても切 
れぬ縁です。ただ、帯あげは帯あげ、帯/は 
帯 〆 と、個々に考えるものでなく：その帯に 
とけ込んで美しくなるものであって欲しい。 

帯あげも総しぼり、柳しぼりなどや、無地 
ものが帯の品種によって使いわけしなければ、 
せっかくの美しいものも死んでしまいます。 

帯ときものの間からほのかにのぞくやわら 
かい色気、これは和服を好む人にとって、嬉 
しいことです。但し細帯のふだん着には却っ 
て邪魔になります0 

帯 〆 も同じことがいえます。ただどれにで 
も融通出来る色を持っていることは、上手な 
扱い方といえましょう。 

〇羽織のひも 

帯があって帯/があって羽織ひもが重なっ 
て来ることは、ちょっとゴテつくが、羽織の 
ひもは羽織の形をつくる上からどうしても必 
要なもので、なるべく羽織の布と同じ系統の 
色が、調和してよいと思います。 

茶羽織の紐が共布だというのもこんなとこ 
ろからきているともいえます。 

〇腰ひも、伊達巻 

どうせ見えないからと言われるもののなか 
に腰ひもと伊達巻があります0両方共薄色の 


ものがきものには美しく感じられます。 

腰ひもは結び目のゴロつかぬようにやわら 
かいもので、締めているうちに解けてこぬも 
のがよい。 

伊達巻は、昔から博多や錦紗で前に芯の入 
ったものがありますが、どちらもよいと思い 
ます。 

〇足 袋 

白く洗えてアイロンの当った、ぴったり足 
にあった足袋をはいた姿は見るからにほれぼ 
れとしてきます。 

近頃は、洗っても縮まぬように布地もよく 
なっていますから、自分の文数通り買ってよ 
いと思います。 

高いようでも有名店のものは仕立もしっか 
りしていつまでも丈夫です。 

三つコハゼ、四つコハゼのものがあります 
が最近では、 四つコハゼが通人には 好まれて 
ぃます0 
〇履 物 

高層建築のビルが多く出来て来たり、舗装 
道路の完備から、和服の履物が変化しつつあ 
ることは、時代の推移ともいえましょう。 

足駄、高下駄などは、田舎に行かぬ限り、 
殆んど必要がなく、雨の日も都会では詢下駄 
に爪皮をかけて用をなすようになって、ふだ 
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んは詢下駄よりも草履が多くなったのも、戦 
後の姿です。 

本皮の エナメルよりも、ビニール 製の色の 
美しいのが安く売られているので、最近では、 
足元がすっきりとしてきました。 

黒、黄、白などから、薄色のもの、きもの 
に似合う色がよいし、背が低いからといって、 
無暗みに高い草履は足元が重くるしい。 

履物の手入れも必ず出先から帰ったら、す 
ぐにして置くのがおしゃれですし、長持ちの 
秘訣とも言えます。 ， 

☆着物の手入れ ☆ 


をし、谜いかえしをして、布のすりきれを防 
ぐことです。始終着るものには、こうした手 
入れをしたものの清潔な美しさが、柄の流行 
よりも、ゆかしく感じられます0 

☆餅と縞 ☆ 

14 • 5世紀の頃沖澠に南方より伝わったと 
いう耕の技術で、糸目をところどころにくく 
り、染料につけると、まばらに白く残る、そ 
れで織り出したものを耕といいます0この手 
法で幾何的な柄や模様を考え出したのが今日 
の姘で、その単純な美しさが一般の好むとこ 
ろとなり、縞と共に今も大衆の嗜好に喰い込 


洗濯のきいたものを、いつも身につけてい 
ることほど楽しいことはありません。まる洗 
いが出来ないことが、自然和服をいとう気持 
にもなるので、これが欠点ともいえましょう。 
ここでは外出着の手入れを主としてお話し 


んでいます。 

手織の味も今日のように、機械文明が盛ん 
になると、技巧にのみ重きが置かれて、真実 
の 手織独特の美しさが失われてくるのは淋し 


ましょう。着がえをした着物は、蔭干しをし 
て、まず、袂の底のごみを取り除き、矜、裾、 
袖口等の脂肪の垢は、ていねいに揮発油で、 
取り除き、それでもとれないよごれは、微温 
湯を、 ガーゼに しませて静かにふき取ります。 

小皺はアイロンでのばし、正しく畳んでし 
まいます0 

和服を長持ちさせる方法は、時々とき洗い 
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いことです0縞の素朴さも耕と同じ事が言え 
ると思います0 

この柄のように素直なものの美しさ、これ 
は永久に残るものと信じられます。 

☆木 綿 ☆ 

木綿は、江戸時代以降に盛んに栽培された 
もので、布の本質として、光らず、丈夫で保 
温性と通風性もあり、春夏秋冬を通して着ら 
れるところから一般庶民の働き着、日常着と 
して親しまれています0 

「明月の花かと見えて綿の畠」これは茜蕉 
の句ですが棉の木に黄色い花が咲いて実がみ 
のってその殼が割れると、中から小さい実に 
ついた白い繊維が花のように開く、それが綿 
なのです。 

私達は戦争のおかげで純綿の有難たさをし 
みじみと知りました。今年は綿の最良の年と 
でもいいたい位、グログラン、一名タッサー 
等という地厚の生地が出たり、サンフォライ 
ズされたブロード、樹脂加工されたいろいろ 
の木綿の素材がたくさんに出て真夏の麻の世 
界まで浸蝕しています。 

ゆかたが昼着になったこの夏は、木綿の出 
廻ったこともさりながら、戦後の生活態度が 
落ついて来て、見栄に走らず実質的になって 


きたのだともいえましょう 

☆絹 ☆ 

昔から女性のあこがれは絹といったもので 
したが、今でも絹にまつわるあこがれは女に 
とって捨てがたいものですが、絹は価が高い 
こと、縮むこと、丸洗いが出来ないとかいう 
ようなことが一般大衆の衣料とはちょっと、 
遠いものになりがちです。 

最近お召なども光沢を消した木綿の感じの 
する塩沢ものが受けるのも 一つは そんな結果 
からとも思われます。 

結城、紬の素朴な味が喜ばれるのも同じで 
しょぅ。 

縮緬類も今年はしぼが非常に高く、浜縮緬 
の大しぼものが歓迎されるのも、洋服地のツ 
イードなどが好まれるのと同じことで、今年 
の絹物は、紋錦紗、りんず、朱子地のように 
偏平な生地に光沢のあるものよりも素地がご 
つく、それに金属性の光る、ラメ風なものや、 
同じ漆にも金銀の光をからませて、夜のきも 
のとしての登場といえるように、きものにも 
それぞれの目的を考えて作られつつあります。 

☆化 繊々 

戦後の衣料界に大きな出現をしたものは、 


公 


なんといっても人造繊維、通称化織でしょう。 

布地は綿から、かいこから、羊毛から、麻 
からとばかり知っていた自分達にとって、石 
炭、材木、石灰が人間の肌をくるむものにな 
るとは、想像もつかなかったことです。 

科学の進步は天然繊維を遙かに凌駕する近 
代感覚を持った繊維を創っています。 

値の安い、丈夫な、色のよい広幅ものであ 
ること、その上、年々良質の•ものに改善され 
ていることは、大衆衣料として安心して使用 
出来ることです。 


☆和服の基礎縫 ☆ 

1_糸の結び方 

イこま結び=糸の両端を取り、図のよう 
二に結び合わす(中途で糸をつぐ時） 
口留め結び=主に縫い始める 
時糸を指先にまいて結ぶ 
ハはた結び=中途で糸をつぐ時に用いる。 

\/ /X 1(主に鎂、耳珩 

/\ /< j \ ^ trr の際の糸の不足 

、 2 3I をおぎなう場合 

(絹糸は糸のゆるむ恐れがあるからこの 
方法を用いない） 

2. 糸の留め方 

縫い終りに針を当て左の拇指でおさえ、 


(イ）打留 右手で二度程糸を巻き、 

77 左拇指で更におさえ、 

I 右手で引き締める仕方。 
上 (主に袖下、胴接ぎ、 
伏せ縫い等の軽い留めに用いる。） 



(口）诏し留 



5〜6の間縫目 I こぞって 
M い诏ズす 


(主に背、脇、衽 
等の裾口及び衽先 
に用いる〇) 


U \) 杪い留 



小 I 十に一針返えし二度程 
糸舍巻いて引き締め更に 
45セン逝い适ぇ寸 

3. 糸の継ぎ方 


(主に単衣の袖口、 
袖付、身八ッロ、 
铃先等のように確 
りと留める箇所に 
用いる。） 


(イ）結び継 


はた結びと同様の 
仕方で継ぐ0 (耳珩、 
(口)重ぬ總 


鎂等の糸の 


/縫い終リ^•丁ちヽ 
/留にして 

=足した場維ぐべき糸の端を留め 結として 4tz 、パ 
合に用い程手前よリ縫い終リと同じく一針縫 
る。） ^必みの方よリ始め縫い重ね沐 

(主に脇縫、衽付等の場合に用いる〇) 
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(□) 三っ轿ぐけ 


布の耳を桁 
けつける仕方。 
裏に二針、表 
に一針、木綿 
単衣の振、脇、 
衽、襦袢の馬 
乗等の縫い込 
みの仕末。 



Xl _ © 


いずれも流 
れ針にならぬ 
ように注意す 
る事。 

単衣の袖口、 
铃下、臟等。 



( テ）返し鏠•本迈し鰱 

一針#いせの士づっ 
返して鱧う 


半^!し縫 



一針寸くいぞの3より 
やや多くかえして縫う 


(リ）突合せ縫 


a ==、 

\ 4冬 U の深さ 


(2) がゾリ縫 



巾乞)！^さも5 

ミリ（1.5分） 


x 


特に針目の 
動かないよ〉 
にする時、丈 
夫を主とする 
時、ミシンの 
代用の時等に 
用いる。 


接ぎをする双方の 
布端を裁ち揃え、こ 
れをつき合せて図の 
ように縫い合わす。 
地厚の物、帯芯、衿 
芯等の接ぎ合せに用 
いる。 

裁目の布端をほつ 
れぬよう図のように 
かがる。 

(矜肩明き、鈎枉、 
毛織物のほつれ易い 
場所に用レ、る。） 

X 


㈧ より継=継ぐ方の糸端を‘ i 〜5センチ 
程二つに割り、その一方は前の糸端をよ 
り合わせ、更に残りの 一方を より合せる 
仕方 0 

(主に 絹布 類の縫い方又はくけ方の場合 
に用いる 〇) 

4•縫い方 

イ合せ縫い=布2枚を合せ、く•し縫いに 
する仕方 0 手と手の間は 2 〇〜25センチで 
普通4ミリ（1分）の針目で縫う。 

口二度縫=普通の合せ縫の先をもう一度 
縫う、縫い目の力を強める為と2枚の布 
が開かぬ為主に背経等に用いる0 
ハ袋縫=布を外表に合せ、 4 ミリ程の縫 
い代に縫い、被せを浅くして折をつけ、裏 
に返えし、更に普通の縫 V 、代で縫う仕方。 
主に単衣の袖下、四ツ身、三ツ身の_ 
い、三ッ身縫ーツ身の衽付等に用いる。 


(二）重ね縫 



布と布とを8ミリ 
重ね、その中央を縫 
う、紐芯、帯芯等を 
はぐ時縫い代がかさ 
ばらないようにする C 


(木）伏せ M 


(2渊セ'グ 2，リ(_ 


普通に縫った縫代 
を沣达えしに圻リ 


普通に縫った 
縫い代を片返え 
しにし、縫い代 
の端より2ミリ 
内を裏に1セン 
チ〜 1.5 センチ 
の針目に表は極小針に出して縫う0 
(主に布の耳を利用し縫し、合せ等に用 
いる。 

布端の一 

(へ } 圻伏せ縫- n 方をずらせ 

-- - ■ ■= ■=[ て縫ぃ、長 

•… - . ぃ方の縫込 

ヌリ みの先を折 

って、伏せ 

縫いにする0裏のつかないものの縫い込 
みをきれいに仕末する時、裁目のほつれ 
を防ぐ為に用いる。 


(卜）三つ折縫 


端がら2ミリの所きぐ U 
鏠に t る表は極く小針に 
裏は/じ、持針目を大きく縫 
ラ • 


風呂敷のふち、 
肌孺袢の裾など 
この縫い方をす 
る0 


4 






= 0 , 


襄 


1 八 


表 


ィ耳くけ 
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u \) 本 ni 

針足 5 ミリ〜 8 ミリ 




2分） 


折山の稍々 
内側をくける 
仕方。流れ針 
にならぬよう 
に注意するこ 
と。（主に紐、 

帯、綿入、袷の铃下等に用いる〇) 

又綿入の袖口、矜組等のように一方の布 
端を折って術けつける場合もある。これ 
を折10という。 


(二）まつリぐけ 






折りのつけ 
にくく特に折 
山をおさえた 
.い時に用いる。 
(毛織物はこ 


2ミリ (91) 

の方法にする。） 

布の端を紙よりをつく 
る時のようにしっかりひ 
っばっていて指先で細く 
よりこみながらまつりぐ 
ける。 

薄物の単衣の袖口、幅 
の狭 I 、単衣の八ツロなどにつかう。 


(ホ)よりぐけ 


フ 


(へ） 

千鳥がけ 

'，、□ 

5ミリ a ) 

ィォ'二 / ' 


5ミリ 


ロハは 

表をすく 
い、次は 
ニホの針 
は表に出 
さぬよう 


’ にする。 

縫込みや、折代を伏せる時、また飾り縫 
いにつかう。場所により針毎に表をすく 
った方がしっかりする。（毛織物の裁ち 
目、耳をおさえる時） 

(卜）くさり縫 手芸などに多く 

用いられる縫い方。 


裏はミシンのよ 
になる。 


6. 鹱の掛け方 
(イ）平樂 


(08'1ォ） 


4ミリ 
(1分） 


ZZL 


3 へ 7 切 


かり鎂 
の時に用 
い2種類 
ある0 


(口）木綿鎂（二目おとい 


—— 、》_厂 ■丨-- . 

\ 4•ミリ (1 分） 
( Z 5 〜3センチ） 
(6 分〜8分） 


( A ) 絹祭（三目おとし) 


4ミリ (1 分)/ 
センヲ 
(6 分〜盼） 


に)ふくさ祭 


給 


ふくさ、帯等に 
用いる姨〇表裏と 
も針目の大きさは 
同じ。 


ずれやすい2 



縮緬物などに多く 
用い、表を見てぐし 
縫いと同じ要領で表 
を心持小針にする。 


(卜）かくしじつ I プ 


折りのくずれない 
為にかける機。その 
ままとらずにおき、 
糸は布地と同色のも 
の、表の針はごく小 


さく、裏を大きくする。 


し卞）待針鎂 



31!ソチ 5ミリ 
(8 分） （1 分) 


枚の布がずれな 
い為にかける仮じ 
つけで、待針をこ 
まかく打つつもり 


で針をかけ、真直 
ぐに針を立ててひきぬき、3センチおき 
位にこれをくり返えす。 


☆袖のこと ☆ 

袖の種類には元錄袖 • そぎ袖•なぎなた袖 • 
広袖•筒袖などがあります。 

元祿袖 • なぎなた袖はスポーテイなもの、 
そぎ袖は長袖等につかわれ、広袖は丹前に、 
筒袖は男の子となっていますが、私はその生 
地、柄、用途によりいずれを使用してもよい 
と思っております。 


☆ ☆ ☆ 


☆ ☆ ☆ 


23 







































铀の種類 



元祿袖の丸みのしぼり方 折り、自然にしぼり、ゴロゴロしないように 

袖の丸みのしぼり方は図のように縫った2 してから、アイロンで重ねをおさえて、璧折 

分上を（丸みの小さい場合は2ミリ （5 厘） りしたところを一つずつ縫い、押えてとめる〇 

ほど外を）針目を揃えて2本〜3本縫い、2 舟底型も、元祿型も袖のしぼり方は同様。 

ミリ （0.5 分）のきせ代をかけて型紙を入れて 




袖口四ツ留の仕方 


袖口、四っ留 




■■表外ネ由 
-爱^涟山 
-裏のふき山 



ン^表内袖 ■ 


_ 


袖内 


表 



袖 

山 


]• 表内袖きせ山の 0.1 センチ内を裏から針 


袖付留 

1. 表袖の折山の地の目一筋内側に 
中より1の針を出す • 

2. ~3.身頃の折山の他の目二筋位と 

って身身とすくい 

4.〜 5. 裏袖の折山の地の目一筋内側 
を横にすくい 

6.-7. 裏身頃山の地の目二筋位とっ 
て身身とすくい 

8. 表袖山の地の目一筋内側に図の 
ようにもどり、結ぶ。 


を出し 


2. 裏のふき山をすくい 

3. 裏外袖のふき山をすくい 

4. -5. 表外袖のきせ山の 0.1 センチ内を縦に 

とり 

6. その針を表内袖に返し、結ぶ。 


袖付留 
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☆棲の縫い方 ☆ 

☆比較的大きな樓の縫い方 ☆ 


☆小さい樓の場合の籣単な縫い方 ☆ 針を打ち 

捿形を作らないで直ぐに ②図の2に待針を立て①図の2と合せて待 

②図の1に待針を立て①図の1と合せて待 針を打ち、後は③図を参照して縫い、仕上げ 

は前の凄の 6. 7 . 8. 9図の通りにする。 


出ぶき X 2© 




.この布を直角に 
矢印の方向に延 
し図の様に縫う 




^ 4 

表 ではなるべくいせ少く 

,©-9-^ やや貧 
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☆矜つけのこと ☆ 


衿つけ 



後身頃 



左手亡冷肩明の . 
きわをしっガリおさえ 
ておいて前の縫込みを 
矢印の方向に延ぼ寸 


表衿と身頃全部待針を②図 
のように両手で打ち、裏衿の 
合標を合せて身頃を挾んで打 
ち添える。 



☆三ツ铃芯の入れ方図 ☆ 






































文庫くずし 



細 

帯 

の 

結 

び 

方 

m 

I 



①「て」を下になるように「たれ」は抜か 
ないで「わ」を作ります。②手を持ちか 
えて「て」を左の方へもってゆき、「わ」を 


「て」の中側から通して結びます。③結 
び上り。 


細帯の出来上り寸法 

幅 丈 

六尺帯 —— 七寸五分(二八•四)六尺五寸(二四七} 
八 尺帯 —— 五寸五分(二〇 •八〕 八尺 (一ーー〇四) 
七尺帯 —— 二寸七分〜二寸八分 七尺五寸(二八五) 
(一〇11〜一〇•六) 


帯の結ひ方の 

いろいろ 
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① 同じ長さにして結びます0手を上に抜く。 ンを結ぶ要領で結びます。 

② 下の方を「わ」にして長さをきめ、リボ ③結び上り。 


28 













29 
















馴れてしまえばなんでもないことなのです 
が“きものは着たいが一人で着られない”と 
いうことは今の若い人達みんなのいう言葉で 
す 0 

これは、普通の長着の着方の順序を、写 g 
で示して見ました。 _ 

まず、長襦袢をぴったりと着つけます。つ 
I 、丈の場合でも、腰紐をし•てから衿元をとと 
のえて、ぶくぶくした残りを紐か伊逹締でギ 
ュツとしめてしまいます。こうして下ごしら 
えが出来てからきものを着ます 0 

1. 上吟の先を揃えたり、両袖の桁丈を揃 
えてから、足の内股をくっつけて、後身に身 
幅をダブダブ遊ばさぬようにしながら後裾を 
長 n に、下前を深く、棲先を背中心よりやや 
釣り m 味にしてまといつける。 

その時上前が重なってきて、下前の脇縫卩 
がかくれるまでかきよせます。それは、脇链 
目が正しいところにある証拠です 0 下前の脇 
経 n が接下からはみ出た着つけはだらしない 
感じがして見にくいものです。 

これは前幅寸法の不足にもよりますから& 
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う時に注意しましょう。 

2. 腰紐の位置は、各自の紐の一番締めや 
すい、落着きやすいところに締める0 

腰紐だからといって腰骨にしめても馴れな 
い人には、からだの動作で、着くずれがしま 



3. 衿や胸元をととのえて、下前にあるお 
端折を上前と一緒に下におろさず、胴の細い 
ところに ゴロつ かぬようにととのえる 0 

4. ちゃんとととのえてから紐でしめる。 

5. それから伊達巻きをする。 

4の紐をせずに商接伊達巻をすることもあ 
りますが、 この 伊達巻は4 のコースで やった 
残りの ゴロゴロを、 万べんなく平にし、帯を 
締めやすいようにする役目なので、4のとき 
に伊達巻でしな I 、方が工合がよろし I 、です。 

6. ここでは•一まわしの帯をおすすめする。 
一まわしでも名古屋帯と違、て、前は二重 

になっているし、二度まわすよりからだに重 
圧を感じないから、なれない人にも楽。必ず 
手は上にとり、結んで下に抜きます。 

7. 8. 前と後の出来上り姿。 
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脇に縫目なしの 

男のきもの 


表於 


裒 


^7 


30 (8 寸) 


袖 


I 身へ.”.」 

I 


2(5^)| 


?寸 


前身頃 

$1- ; — 山. 

後身頃 


1(，-冷) 1 U 3 •分） ，： 

細 

* • I 


☆縫い方 ☆ 

〇前身頃の上布と下布を接ぎ合せ、経代の fi : 

末は片返しにして、押えミシンをかけます 
〇背は二度縫いにします 0 
〇肩当をミシンづけします 0 . 

〇袖下を経い、袖口は三ツ折経いにします。 


〇襠を入れます。 

〇矜卞及び裾を 三 ツ折り縫いにします。 

0^つけはワンピースと同様にし、衿幅の中 
央をミシン縫いします 0 
〇紐を背中心につけます。 



G^c^-tvrw ^〕 


,fv 


—— ，•シ T ノグ儿巾 




4.1 「尺奏) 


30肘 


32 


























袖口 8 寸 ( gO センチ 
袖付9 寸5分(:认5センチ） 
袖 幅 9 寸5分（•％センチ 
身丈2尺 （7G センチ； 


後幅《寸(別センチ〕 

前幅衿明め:下 
約幅1寸5分 （5.5 センチ y 


- ^ 


柚 


5.5n^bify> 

身ノ飞っ U 


8.2 

( W 2 I 

um -. 


Wtr 


.•片付け拉 i 


前身頃 


五 


2 R 


m 



これははんてんの作り方と同じで、作：服の 
L 翁を脱いでくつろぐ時に、セ ーター ょりも 
あたたかく日本座敷にもぴったりします。； I : 
面箫れるょぅにリバシプルに作ってみました 
2五頁参照) 



洋服の上にも羽織れる 

男物はんてん 






















(故^ふ 


10 

(2 寸7分) 




(詻 ）（? 分) 


9.5 

(24b 分) 


線用布ダブ；レ巾2ヤール 




(5^ 


☆製図 ☆ 

縦 7 «センチ r 2尺5分）、描:切センチ （ 8 
寸）の矩形を％準として製 N します f 

後身頃 

〇背中心から玲肩明10センチ （ 2寸 6 分）、 
。イネック分 m センチ （ 1寸2 分')をとって 
W 角にし、パイネックの|•で】 センチ（3分、 
の傾斜をつけ、ネックの線を 引きます。 

〇肩 山で2センチ （5 分 ） 下げ、矜 W 明10 
センチ （2 寸6 分） の位 K を結んで延鉍線を引 
き、桁を66センチ G 尺 7 寸 4 分）とります。 

〇袖つけ寸法:灯センチ （9 寸6分）、袖 II 
17センチ （4. 5寸）を肩線に商角にとり、袖-卜. 
の線を引き、袖の形を N のように、袖 ドで G 
センチ （1 寸 ( i 分）とって 形よく 引きます。 

〇据線の脇で 2 センチ入れて袖下から脇線 
の形を結びます t 

前身頃 

〇肩 線、袖ド、脇線は後身頃と 同じです。 

竹肩明]0センチの所からハイネック 4 A セン 
チを基礎線に、ハイネック1センチ I •.げて 引 
きます。 

〇前中心線、据線から 9.5 センチ (2. 5寸、 


上げ、脇裾の位.骹と結んで延 M 線をリ| き、屮 
心線から久5 センチと り ます、 その 点とネッ 
クの点とを結んで前端線 と L ますぃ 

裁ち方 

〇 表裏身頃は、椹礎線に縦地を 通し、 

返しと芯は、前端に縦地を 通 L て戧ち 

ます。 

0 後ハイネックの M 返しと芯は、バイヤス 
で裁ちます。 

縫い方 

〇 表身顷の輿に芯を 据え、ボタンの位.打に 
玉緣穴をあけます: 

〇肩 線と袖下、脇を链い、 アイロンで;嘲り 
ます〇 

◦後 衿ぐりから前端に ぐるっと W 返しをつ 
け、涟代を芯にとめつけて、表に 返 L ます.、 

0 W 返しの奥を芯に とじつけ、 裾と袖I〗 を 
標通りに折り、千 ります.， 

〇舆は肩と脇を標より2センチ外を 辟って、 
後身頃の方に返し、表身頃と链い 〖Iを中とじ 
します。 

〇 見返しに全部輿をまつり、袖IIは 炎より 
2センチ控えて裾は奥 まつりをしまと 


42(1 尺 I 5 
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要尺 = w 幅 2.7 ヤール 
これは衿を大きく派手にした若向’きトツパ 
一です。 

寒い時は、フードのように立てても暖かく、 
変った感じに着られて、面白いでしょぅ〇 

¥ 




縫い方 （符の部分経参照） 

〇災衿を身顷に経いつけて割り、 w 返しと 
中ぶにして、衣地を端から端まで、衿の外ま 
わりを地経いして、ぶに返します0 
〇 このように大きな衿には、布地にもより 
ますが、あまり W い芯でなく、シーチング fi 
度がよいでしょう。出来るだ i ? 柔かく仕上げ 
たいものです。 










トツノ、一 


滞? 分 



30 (8 巧） 


2(5 分） 



2 (5 分） 


(H) 




：17 

























怀くて暖かい、綿人刺 f のこと です。 

これはキルティングの Fit 11 ! の面内味を出す 
ために去十.地は薄地の物の方がよいと思いま 
す。災は何でも T •近なル.地で結榊です 0 

ここでは衣は黑の錦紗を使つてみました。 
f け J •の工夫でモダーンにも、おとなし向きに 
も着られます。 

1. この場^、薄い芯布(锊 M の布でよい） 
を平に伸ば L 

L ». その I •.に G 梅綿を引きます 0 (これは 
真綿では吹き出るから) 2枚通し位の厚含が 
よろしいです。 

3. 表イ |i を乘せる, 


4. 線 W きをしてあるハトロン 紙を衆せて、 
躱であらく全部動かぬようにと じます。 

5. ミシンを かけ終ったら、 ハ トロ ン 紙を 
布からはぎとります。 

布地に張りを持たせた V 、場合は、 和紙を よ 
くもんで、芯布の I :に1枚乗せてから 綿を の 
达る順序にします 》 

袖、約、片身顷というように、 荒 裁ちをし 
ておいてから、ミシンをかけた方がやり 姑く、 
また、ミンをすると幅が縮みますから、そ 
の分だけ2センチほど幅に余裕を見ておきま 
す。 


: is 















暖かい 


の：3 


1 
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ゥールで 作ったコートは、きもの姿に較快 
さを出し、暖かいし、洒落てもいます U 
これは、こドレープを入れて変化させて 
みました。箫丈は身長に応じ、膝泣までに L 
た方が、すっきりみえま寸 
要尺:=呢幅 2.7 ヤール 
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□ - K 



激方図 



衿の裁方 

〇 表は後中心縦地を通し、輿はバィヤスでとります。 

〇表衿にだけドレ—ブ分を図のょぅに切開いて、放ちます〇 ( 與と 
芯はドレ—ブをとらない) 

縫い方 

0 W 矜を身頃に経いつけ、表^のドレーブをたたみ、見返し続きの 
衿形を作って、衿まわりを地経いし、表に返します。 

〇 和服^ コー トの與は、半^に仕立て、あまり重くない ものを用い 
た方が一ょろしいです。 
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ベビー服 


シングル巾裁方稩リ方 



☆じゅばんの縫い方 ☆ 

〇袖は袖下に檔布を先きにつけてお きます。 
〇矜をつけたら、衿の経いこみを1センチ 
と縫代1センチを残して切ります 0 
〇衿は三ッに折ってその％を矜芯にします 0 
〇全部ミシンで経います 0 


☆ペチ コ_卜の縫い方 ☆ 

〇ペチコートは型紙を先きに作ります。 

〇裾の方は、布を正しいバイヤスにおいて、 
その上に型紙をおき、布の不足分をたすとき 
は上の方ではぎます。 

〇腰の方は縱布を用いて下さい 0 
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☆蕭物の縫い方 ☆ 

〇前身頃の上布に衽布を接ぎ、次に下布と 
接ぎ合せて前身頃を整えます。この時接ぎ代 
は割って琏い U は千ねります。 

〇袖下を縫い、袖口を千鳥ります。 

〇裾は ニッ 折りにして千鳥ります。 

図のように衿布の％を琏代としてつ 
け、その縫代を冉芯として出来上り衿幅に整 
えて、裏吟はそのまま縫い m こ千思ります0 
〇袖振り、身八ツロの明はスカラップで仕 
末します。 


☆チヤンチヤンコ^ 

〇図の裁ち出し衿の中心を縫い合せ、衿ぐ 
りに合せて縫代を浅くはぎ合せます。 

〇据、袖ぐりを千岛ります。 

〇衿を羽織のように折りだし、三ッ衿（首 
廻り）のみは細く、出来上り衿幅に整えて、 
奥をくけます。 

〇袖の角から1寸 5 分 （ 5 センチ） のとこ 
ろに肩あげの山がくるようにつまみ、紐をつ 
けます。 

出来！:りにフランス剌しゅうかアップリケ 
をすると可愛らしいものです。但し洗濯に堪 
43える色を使いましよう 


肩山 
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和服の 

アクセサリ 



帯上げど紐 

1. 鹿の子の総しぼり。 

2. 柳しばりの揆様のもの。 

3. 博多の伊達巻。 

4. 錦紗の腰紐0 

?〆 

1. 亀甲織の带 〆 2•平打 
3•丸打 4. 象牙の帯留つ 
き 5. 羽織紐 



てこ （ D . : 


ハンドバッグ 

1. 横長の抱えバッグ 2. 紐つ 
きの手提げ、皮の焼絵の手提げ 

足袋 

たびにも二つ、三つ、四つ、五 
つとこはぜの数もいろいろあって、 
こはぜの多 t 、のは足首を深く包む 
ので踊りや茶人用になっています。 
普通は三つこはぜです。 


.....■ I 

*i 十， 


折だたみのものは、携带用によ 
いが、濡れている時の扱いを上手 
にしないと痛みやすい。 

はき物 

1. 本皮エナメル=近頃贫殷も低 
いのが流行しています0 

2. 薄いローズ色のビニール製 
8. 桐の|對西好みの後鼻緒 

4. 日より下駄==歯にゴムを張つ 
て、音を防いでいます。ビ P — 
ルの爪皮も新しいところ。 
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